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（文責本人）  （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

問�

　
無
償
教
科
書
の
見
本
の

一
般
公
開
に
つ
い
て
。

答
（
教
育
長
）�

　

採
択
に
関
し
て
は
保
護

者
を
初
め
、
地
域
住
民
に

よ
り
開
か
れ
た
も
の
と
し

て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
一
般
公
開
を

通
じ
て
、
地
域
住
民
等
に

多
く
の
方
々
に
教
科
書
に

触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
の

機
会
と
し
て
い
る
。
遠
野

行
政
セ
ン
タ
ー
で
６
月
１

５
日
か
ら
７
月
３
日
公
開

す
る
。

問�

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
使

用
す
る
小
学
校
無
償
教
科

書
の
採
択
の
期
日
を
ひ
か

え
て
い
る
が
、
公
正
、
透

明
性
へ
見
解
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

教
科
書
の
採
択
は
、
児

童
生
徒
が
学
校
の
授
業
や

家
庭
に
お
け
る
学
習
活
動

に
お
い
て
用
い
る
教
科
書

を
決
定
す
る
重
要
な
行
為

で
あ
る
。
綿
密
な
調
査
研

究
を
踏
ま
え
、
公
平
性
や

透
明
性
に
疑
念
を
生
じ
さ

せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

採
択
に
係
る
審
議
会
の

委
員
や
調
査
委
員
等
は
、

直
接
利
害
関
係
を
有
す
る

者
を
選
任
し
な
い
こ
と
。

ま
た
、
一
部
の
意
見
や
今

ま
で
は
こ
の
教
科
書
を
使

っ
て
い
た
か
ら
今
年
も
と

い
う
慣
例
等
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、詳
細
な
項
目
に
従
い
、

調
査
研
究
を
行
い
、
慎
重

な
審
議
を
経
て
採
択
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

教
育
長	

疑
念
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に

	
	

適
切
に
行
う
こ
と
が
必
要

佐々木 恵美子 議員

無
償
教
科
書
の
採
択

公
正
、
透
明
性
の
見
解
は

グローバルの流れの今こそ
　　市民が郷土を学ぶ機会を

一問一答方式

問�

　
市
民
が
郷
土
の
歴
史
を

学
ぶ
意
義
を
ど
う
考
え
る

か
。答

（
市
長
）�

　

私
個
人
と
し
て
は
、
先

人
が
果
た
し
て
き
た
こ
と

を
学
ん
で
勇
気
に
繋
げ

る
。

　

地
域
の
誇
り
を
育
み
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
推
進

し
て
い
く
上
で
は
、
最
善

の
ツ
ー
ル
で
は
な
い
か
。

遠
野
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
ど
の
よ
う
に
養
っ
て

い
く
か
。
こ
こ
が
郷
土
史

を
勉
強
す
る
こ
と
で
、
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。

問�
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ

に
、
郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ

機
会
は
大
事
と
考
え
る
。

学
ぶ
機
会
の
創
出
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
史
編
さ
ん
講
座
を
初

め
、
市
民
を
対
象
と
し
た

講
座
を
開
催
し
遠
野
の
人

物
を
紹
介
す
る
機
会
を
作

っ
て
い
る
。
遠
野
テ
レ
ビ

も
活
用
し
な
が
ら
、
遠
野

の
先
人
の
功
績
を
目
に
つ

く
よ
う
に
取
り
組
み
た

い
。

市長 	遠野の先人の功績が
	 　目につくよう取り組みたい

問�

　
人
工
透
析
は
血
液
内
の

老
廃
物
を
人
工
的
に
取
り

除
く
治
療
で
、
週
に
３
回

以
上
通
院
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
通
院
に
困
難
や
不
安
を

抱
え
て
い
る
方
へ
、
命
に

関
わ
る
特
殊
性
を
考
慮
し

た
対
応
を
。 

答
（
市
長
）�

　

現
在
行
っ
て
い
る
通
院

支
援
の
拡
充
や
新
た
な
助

成
の
創
設
は
、
他
の
疾
患

治
療
の
た
め
に
通
院
し
て

い
る
方
と
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
慎
重
な
検
討
が
必

要
。

　

個
々
の
課
題
に
対
し
て

具
体
的
な
対
応
が
で
き
る

体
制
に
し
て
い
き
た
い
。

問�

　
全
身
を
激
し
い
痛
み
が

襲
う
線
維
筋
痛
症
へ
の
理

解
促
進
、
当
事
者
や
家
族

等
に
寄
り
添
っ
た
相
談
支

援
の
充
実
を
。

答
（
市
長
）�

　

生
活
上
の
悩
み
や
精
神

的
な
こ
と
等
、
相
談
対
応

で
寄
り
添
っ
て
進
め
る
。

問�

　
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難

だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
過

ご
せ
る
同
室
避
難
所
も
必

要
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

こ
れ
ま
で
の
避
難
所
と

は
区
別
し
て
開
設
す
る
こ

と
も
、
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

問�

　
被
災
者
一
人
一
人
に
必

要
な
支
援
を
行
う
た
め
、

個
別
の
被
災
状
況
と
生
活

状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
を

す
る
仕
組
み
で
あ
る
※
災

害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
取
り
組
め
る
体
制
を
。

答
（
市
長
）�

　
「
新
た
な
地
域
支
え
合

い
」
に
よ
る
「
福
祉
で
と

お
の
づ
く
り
」
に
取
り
組

み
な
が
ら
推
進
し
た
い
。

問�

　
熱
中
症
対
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
役
所
や
施
設
で
の
職

員
対
応
に
つ
い
て
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
。
庁

内
で
情
報
共
有
し
な
が
ら

対
策
を
進
め
た
い
。

答
（
教
育
長
）�

　

気
象
情
報
等
を
活
用
し

た
適
切
な
判
断
、
水
筒
の

持
参
、
普
通
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
等
の
設
置
、
教
職

員
間
で
の
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
共
有
な
ど
対
応

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
分
の
命
を
守

る
た
め
に
自
ら
行
動
で
き

る
児
童
生
徒
の
育
成
に
も

努
め
た
い
。
体
育
館
へ
の

空
調
設
備
設
置
の
必
要
性

は
十
分
認
識
し
て
お
り
、

総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

市
長	

し
っ
か
り
準
備
が
で
き
て
い
る
か

	

　
も
う
一
度
見
直
す
べ
き

小林 立栄 議員

自
然
災
害
や
熱
中
症
か
ら

　

市
民
を
守
る
取
り
組
み
を

一問一答方式

治療をしながら、
　自分らしく暮らしていける地域社会を

市長 	時間を大事にしながら、
	 社会生活ができる地域でなければならない

※�
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
は

　
自
治
体
が
弁
護
士
や
保
健
師
、

建
築
士
、
民
間
団
体
等
と
連
携

し
、
被
害
者
一
人
一
人
の
悩
み
や

ニ
ー
ズ
を
個
別
訪
問
し
て
聞
き

取
る
こ
と
で
、
適
切
な
支
援
に

つ
な
げ
て
生
活
再
建
を
後
押
し

す
る
取
り
組
み
。

災害への備えと防災意識が大切
議会でのシェイクアウト訓練の様子

岩手県における殖産興業指導の先駆者
であった遠野の起業家・山

やま
奈
な

宗
そう

真
しん


